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IBM Workplace Designer 2.6 インストール/アップグレード

IBM® Workplace™ Designer 2.6 は、IBM Workplace アプリケーションに追加して
Web ブラウザで使用できるコンポーネントを作成するための開発ツールです。
Workplace Designer には、コンポーネントを作成するためのツールと、コンポーネ
ントをサーバーにアプリケーションとして配置できるようにするランタイムが用意
されています。Workplace Designer は、以下のいずれかの環境でインストールでき
ます。

v IBM Workplace Collaboration Services 2.6 サーバー環境

v IBM Workplace Services Express 2.5、2.5.1、または 2.6 サーバー環境

v スタンドアロンツール環境 (サーバーをインストールしたりサーバーに接続した
りせずにコンポーネントを作成できます)。

Workplace Designer 2.5 から Workplace Designer 2.6 にアップグレードすることも
できます。

Designer は、Workplace Designer の CD または Web からインストールできます。
Web からダウンロードしてインストールする場合は、IBM ソフトウェアオンライン
カタログ (http://www.ibm.com/software/info/ecatalog/en_US/index.html) または IBM パ
スポート・アドバンテージの Web サイト
(http://www.lotus.com/services/cwepassport.nsf/wdocs/passporthome) にアクセスしてくだ
さい。

システム要件

サーバーコンピュータの要件
v IBM Workplace Collaboration Services 2.6: Workplace Designer ランタイムはサ
ーバーの一部としてインストールされ、サーバーをサポートするすべてのオペレ
ーティングシステムでサポートされます。サーバーをサポートするオペレーティ
ングシステムについては、
http://www.ibm.com/developerworks/workplace/documentation にある IBM Workplace

Collaboration Services 2.6 インフォメーションセンターを参照してください。

v IBM Workplace Services Express 2.6: Workplace Designer ランタイムはサーバー
の一部としてインストールされ、サーバーをサポートするすべてのオペレーティ
ングシステムでサポートされます。サーバーをサポートするオペレーティングシ
ステムについては、http://www.lotus.com/products/product5.nsf/wdocs/productdoc#info

にある IBM Workplace Services Express 2.6 インフォメーションセンターを参照
してください。

v IBM Workplace Services Express 2.5 および 2.5.1: サーバーに Workplace

Designer Runtime をインストールする必要があります。ランタイムはサーバーを
サポートするすべてのオペレーティングシステムでサポートされます。サポート
されているオペレーティングシステムについては、
http://www.lotus.com/products/product5.nsf/wdocs/productdoc#info にある IBM
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Workplace Services Express 2.5 インフォメーションセンターを参照してくださ
い。ランタイムには 90 MB のディスクスペースが必要です。サーバーの要求を
超える速度やメモリは必要ありません。

クライアントコンピュータの要件
v IBM Workplace Collaboration Services 2.6: Workplace Designer Tool はサーバー
の一部としてインストールされ、ユーザーが IBM Workplace Managed Client™ を
提供すると、クライアントコンピュータに提供されます。このツールは、すべて
の Workplace Managed Client がサポートされるオペレーティングシステムでサポ
ートされています。 Workplace Managed Client がサポートされるオペレーティン
グシステムについては、http://www.ibm.com/developerworks/workplace/documentation

にある IBM Workplace Collaboration Services 2.6 インフォメーションセンターを
参照してください。

v IBM Workplace Services Express 2.5, 2.5.1, 2.6 またはスタンドアロンインスト
ール: クライアントコンピューターには Workplace Designer Tool を手動でインス
トールする必要があります。このツールは、以下のオペレーティングシステムで
サポートされています。

– Microsoft® Windows® 2000 Professional with Service Pack 2

– Microsoft Windows XP with Service Pack 1

– Red Hat Enterprise Linux® WS 3.0 アップデート 3; カーネル: 2.4.2.21-27.0.2″;

コンパイラ: gcc 3.2, glibc 2.3.2; デスクトップ環境: GNOME

またクライアントコンピューターには、最小 500 MB のディスクスペース、 512

MB RAM、および Intel® Pentium® 3, 800 MHz プロセッサーが必要です。

IBM Workplace Designer を Workplace Collaboration Services 2.6 に
インストールする

IBM Workplace Designer 2.6 ランタイムは IBM Workplace Collaboration Services

2.6 サーバーの一部としてインストールされます。サーバー管理者がいくつかのステ
ップを実行して IBM Workplace Designer をサーバーで有効にすると、IBM

Workplace Managed Client が提供されていれば、ユーザーは Workplace Designer ツ
ールを使用できるようになります。

また、Designer ツールを Web または CD からスタンドアロンでインストールし、
コンポーネントを作成し、後で Workplace Collaboration Services 2.6 サーバーに接
続してそのコンポーネントを展開することもできます。Designer ツールをスタンド
アロンでインストールする方法については、 8ページの『IBM Workplace Designer

ツールをインストールする』のトピックを参照してください。後で Workplace

Collaboration Services 2.6 サーバーに接続してコンポーネントを配置する方法につい
ては、IBM Workplace Designer 2.6 のヘルプを参照してください。

Workplace Collaboration Services サーバーをインストールする方法、プロビジョニン
グサーバーをインストールする方法、ユーザーポリシーを設定する方法、および
Workplace Managed Client を提供する方法については、
http://www.ibm.com/developerworks/workplace/documentation にある IBM Workplace

Collaboration Services 2.6 インフォメーションセンターを参照してください。

2 Workplace Designer インストール/アップグレードガイド



Workplace Designer を Workplace Collaboration Services 2.6 サーバーで有効にする
には、以下のステップを実行します。

1. Workplace Collaboration Services 2.6 サーバーをインストールします。インスト
ールの途中で、[IBM Workplace Designer] ボックスにチェックマークを付け
て、Workplace Designer の有効なライセンスを所有していることを確認します。

2. Workplace Collaboration Services サーバーにプロビジョニングサーバーをインス
トールします。

3. Cloudscape™ を使用している場合は、以下のいずれかのアクションを実行しま
す。

v Microsoft Windows の場合、 Workplace Collaboration Services サーバーにある
WebSphere/PortalServer/rootscripts/subtasks/startNetworkServer.bat ファイルを開い
て、-Xms512M -Xmx1024M を含む行を見つけ、その行を次のように変更しま
す。 START "Cloudscape" /min %JAVA_HOME%¥bin¥java -cp %CNS_CLASSPATH%

-Xms512M -Xmx1024M -Ddb2j.drda.host=0.0.0.0
-Ddb2j.drda.sendLongBitVaryingAsBlob=true

-Ddb2j.drda.sendLongVarcharAsClob=true com.ibm.db2j.drda.DB2jServer

start -ld "

v Linux の場合、Workplace Collaboration Services サーバーにある
WebSphere/PortalServer/rootscripts/subtasks/startNetworkServer.sh ファイルを開い
て、-Xms512M -Xmx1024M を含む行を見つけ、次の行を変更します。
"$JAVA_HOME/bin/java -Xms512M -Xmx1024M -Ddb2j.drda.host=0.0.0.0
-Ddb2j.drda.sendLongBitVaryingAsBlob=true

-Ddb2j.drda.sendLongVarcharAsClob=true -cp $CNS_CLASSPATH

com.ibm.db2j.drda.DB2jServer start -ld

>/opt/WebSphere/PortalServer/log/NetworkServer.log &"

4. 以下のステップを実行して Workplace Designer を有効にします。

a. http://yourWASServer:admin_port/admin で IBM WebSphere® Application Server

管理コンソールを開きます。 yourWASServer は、WebSphere Application

Server の完全修飾の DNS 名です。 admin_port は、WebSphere 管理コンソ
ールに割り当てられたポートです。たとえば、
http://acme.server.com:9091/admin のようになります。管理者でログインしてく
ださい。

b. 左にあるナビゲーションメニューで [IBM Workplace ソフトウェア] → [ユー
ザー] → [ユーザーポリシーの管理] をクリックします。

c. [デフォルトのユーザーポリシー] (または特定のユーザーポリシー名) リンク
をクリックします。

d. [リッチクライアント] を選択して、IBM Workplace Managed Client を有効に
します。

e. スクロールダウンして [IBM Workplace Designer を許可] にチェックマーク
を付けます。

f. ポリシーの下にある [OK] をクリックして、設定を保存し、WebSphere

Application Server 管理コンソールからログアウトします。

関連タスク

8ページの『IBM Workplace Designer ツールをインストールする』

11ページの『IBM Workplace Designer 2.6 にアップグレードする』
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IBM Workplace Designer を Workplace Services Express 2.6 にイン
ストールする

以下のステップを実行して、IBM Workplace Designer を IBM Workplace Services

Express 2.6 サーバーにインストールする。

1. Workplace Services Express 2.6 サーバーをインストールする。詳しくは、
http://www.lotus.com/products/product5.nsf/wdocs/productdoc#info にある IBM

Workplace Services Express 2.6 インフォメーションセンターを参照してくださ
い。

2. ツールをクライアント・コンピュータにインストールする。

IBM Workplace Designer を Workplace Services Express 2.5 および
2.5.1 にインストールする

以下のステップを実行して、IBM Workplace Designer を IBM Workplace Services

Express 2.5 または 2.5.1 サーバーにインストールします。

1. Workplace Services Express 2.5 または 2.5.1 サーバーをインストールします。
IBM Workplace Designer の Web サイトおよび CD の両方で、Workplace

Services Express 2.5.1 サーバー (試用版) を利用できます。両方のバージョンの
Workplace Services Express に該当するインストール資料については、 Web サ
イト http://www.lotus.com/products/product5.nsf/wdocs/productdoc#info にある、
2.5.x バージョンの IBM Workplace Services Express インフォメーションセンタ
ーを参照してください。

2. Designer ランタイムをサーバーコンピュータにインストールします。

3. Designer ツールをクライアント・コンピュータにインストールします。

IBM Workplace Designer ランタイムをインストールする

以下のステップでは、 IBM Workplace Services Express 2.5 または 2.5.1 サーバー
がインストールされていると仮定します。

IBM Workplace Designer ランタイムは、Web または CD からインストールできま
す。Web からインストールする場合、以下のステップでは、C87UAML.exe

(Microsoft Windows プラットフォームの場合) または C87U5ML.tar (Linux, AIX®、
Solaris、または IBM i5/OS® のプラットフォームの場合) が一時ディレクトリにダ
ウンロードされていると仮定します。

ランタイムをインストールするには、以下のステップを実行します。

1. IBM Workplace アプリケーションサーバーが実行されるサーバー (データベー
スサーバーや IBM WebSphere Portal サーバーなど) をすべて停止します。詳し
くは、http://www.lotus.com/products/product5.nsf/wdocs/productdoc#info にある
IBM Workplace Services Express 2.5 インフォメーションセンターを参照してく
ださい。

2. 次のアクションの 1 つを実行します。

v Web からダウンロードしたファイルからインストールする場合は、インスト
ールディレクトリ (例: C:¥WD26) を作成し、そのディレクトリに
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C87UAML.exe または C87U5ML.tar を抽出します。Linux、 AIX、および
Solaris のプラットフォームの場合、コマンドラインで tar xvf C87U5ML.tar

と入力して TAR ファイルを抽出します。i5/OS プラットフォームの場合、
tar ファイルを IFS にコピーして、コマンドラインで QSH と入力し、tar フ
ァイルがあるディレクトリに移動 (cd コマンド) して、コマンド pax -rv -C

819 -f C87U5ML.tar を実行します。

v CD からインストールする場合は、IBM Workplace Designer ランタイム
v2.6 Multiplatform Multilingual CD をコンピュータに挿入します。

3. CD、または EXE や TAR ファイルを抽出したディレクトリの
/DesignerRuntime/Server ディレクトリにナビゲートします。以下のいずれかのア
クションを実行して、インストールプログラムを開始します。

v Microsoft Windows の場合は、 DesignerServerSetupWin32.exe を実行します。

v Linux の場合は、 DesignerServerSetupLinux.bin を実行します。

v AIX の場合は、 DesignerServerSetupAIX.bin を実行します。

v Solaris の場合は、DesignerServerSetupSolarisSparc.bin を実行します。

v i5/OS の場合は、リモートの Windows マシンから install400.bat を実行しま
す。次に、ダイアログボックスにコンピュータのホスト名、管理者名、およ
びパスワードを入力します。

4. [このウィザードで使用する言語の選択] ダイアログボックスで言語を選択し、
[OK] をクリックします。

5. [IBM Workplace Designer 2.6 ランタイムへようこそ] ダイアログボックスで [
次へ] をクリックします。

6. 使用許諾契約書ダイアログボックスで [使用許諾契約書に記載された条件に同
意します] にチェックをつけた後、[次へ] をクリックします。

7. IBM Workplace アプリケーションサーバーの場所が正しいことを確認し、必要
に応じてセル名とノード名の値を入力または更新して、管理者のユーザー名と
パスワードを入力し (i5/OS の場合を除く)、[次へ] をクリックします。

8. Workplace Designer ランタイムのディレクトリの場所については、そのディレ
クトリの場所が正しいことを確認するか、または別のディレクトリを参照して
[次へ] をクリックします。

注: アップグレードするときは、ご使用の 2.5 のコンポーネントを失わずに
Designer 2.5 ランタイムを上書きインストールできます。

9. [要約] ダイアログボックスで情報を確認した後、[次へ] をクリックします。

注: ファイルを置換するかどうかを尋ねられたら、[すべてはい] をクリックし
ます。

10. [成功] ダイアログボックスで [完了] をクリックします。

11. CD、または EXE や TAR ファイルを抽出したディレクトリの
/DesignerRuntime/WSE_iFix ディレクトリにナビゲートし、iFix ファイル
LOD6N7T.jar のインストールについて readme.txt ファイルの指示に従います。

12. IBM Workplace アプリケーションサーバーが実行されるサーバー (データベー
スサーバーや IBM WebSphere Portal サーバーなど) をすべて開始します。詳し
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くは、http://www.lotus.com/products/product5.nsf/wdocs/productdoc#info にある
IBM Workplace Services Express 2.5 インフォメーションセンターを参照してく
ださい。

13. i5/OS を使用している場合、IBM Workplace Designer EAR ファイルをインスト
ールします。詳しくは、トピック『IBM Workplace Designer の EAR ファイル
をインストールする』を参照してください。

14. Windows、Linux、AIX、または Solaris を使用している場合は、Designer ラン
タイムがインストールされていて以下のステップで開始されていることを確認
します。

a. http://yourWASServer:admin_port/admin で IBM WebSphere Application Server

管理コンソールを開きます。 yourWASServer は、WebSphere Application

Server の完全修飾の DNS 名です。 admin_port は、WebSphere 管理コンソ
ールに割り当てられたポートです。たとえば、
http://acme.server.com:9091/admin のようになります。管理者でログインして
ください。

b. サーバーで [アプリケーション] → [エンタープライズ・アプリケーション]
をクリックします。

c. アプリケーションのリストに [LWP Designer ランタイム] が表示されてい
て、その横に緑色の矢印が付いているかどうかを確認します。緑色の矢印が
付いていない場合は、[LWP Designer ランタイム] の横にあるボックスにチ
ェックマークを付けて、ページの最上部にある [開始] をクリックし、設定
を保存して WebSphere Application Server 管理コンソールからログアウトし
ます。

ヒント: インストールのエラーのトラブルシューティングを行うときは、以下のい
ずれかのファイルを参照してください。

v Windows、Linux、AIX、および Sun Solaris プラットフォームでは、
installlog5.txt は Workplace Designer のインストールディレクトリにあり
ます。

v i5/OS プラットフォームの場合は、workplace_server_root/log ディレクト
リにある lwpinstalllog.txt (workplace_server_root は Workplace Server の
ディレクトリ)

関連タスク

『IBM Workplace Designer の EAR ファイルをインストールする』

8ページの『IBM Workplace Designer ツールをインストールする』

9ページの『IBM Workplace Designer ランタイムをアンインストールする』

IBM Workplace Designer の EAR ファイルをインストールする

IBM Workplace Services Express 2.5 または 2.5.1 サーバーがIBM i5/OS プラットフ
ォームにインストールされている場合にのみ、以下のステップを実行します。

1. http://yourWASServer:admin_port/admin で IBM WebSphere Application Server 管
理コンソールを開きます。 yourWASServer は、WebSphere Application Server

の完全修飾の DNS 名です。 admin_port は、WebSphere 管理コンソールに割
り当てられたポートです。たとえば、http://acme.server.com:9091/admin のように
なります。管理者でログインしてください。
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2. 左側のパネルの [アプリケーション] → [新規アプリケーションのインストール]
をクリックします。

3. [アプリケーション・インストールの準備] 画面の [パス] セクションで
workplace_designer_root/lib ディレクトリを開きます。 workplace_designer_root

は Workplace Designer のインストールディレクトリです。
[designer.runtime.ear] を選択して [次へ] をクリックします。

4. [デフォルト・バインディングの生成] 画面で [次へ] をクリックします。

5. [ステップ 1: インストールを行うためのオプションの提供] 画面で、 [デプロ
イ EJB] がチェックされていないことを確認して [次へ] をクリックします。

6. [ステップ 2: Bean の JNDI 名を提供] 画面で、[次へ] をクリックします。

7. [ステップ 3: Web モジュールの仮想ホストをマップ] 画面で [Web モジュー
ル] にチェックを付けた後 [次へ] をクリックします。

8. [ステップ 4: サーバーにモジュールをマップ] 画面で [クラスタおよびサーバ
ー] リストから [WebSphere_Portal サーバー] を選択し、[モジュール] チェッ
クボックスにチェックマークを付けて [適用] をクリックします。

9. [モジュール] チェックボックスにチェックを付け、再度すべてのモジュールを
選択した後、[次へ] をクリックします。

10. [ステップ 5: セキュリティー役割をユーザー/グループにマップ] 画面で、[ロー
ル] の下にある [lwpUser] チェックボックスにチェックマークを付けて、[次へ]
をクリックします。

11. [ステップ 6: 要約] 画面で、[完了] をクリックします。

12. 結果表示画面で「アプリケーション LWP_Designer_Runtime は正常にインスト
ールされました。」 というメッセージが表示されたら、[マスター構成に保管]
をクリックします。

13. [マスター構成に保管] 画面で、 [保存] ボタンをクリックします。これにより
WebSphere 管理コンソールのホームページに戻ります。

14. LWP_Designer_Runtime が展開されていることを確認します。 [アプリケーシ
ョン] → [エンタープライズ・アプリケーション] をクリックし、アプリケーシ
ョンのリストから [LWP_Designer_Runtime] を見つけます。アプリケーション
がまだ開始されていない場合は、[LWP_Designer_Runtime] の横にあるボック
スにチェックマークを付けて、ページの最上部にある [開始] をクリックし、設
定を保存して WebSphere Application Server 管理コンソールからログアウトし
ます。

ヒント: インストールのエラーのトラブルシューティングを行うときは、
workplace_server_root/log ディレクトリにある lwpinstalllog.txt を参照してく
ださい。 workplace_server_root は Workplace Server のディレクトリです。

関連タスク

10ページの『IBM Workplace Designer の EAR ファイルをアンインストールす
る』

4ページの『IBM Workplace Designer ランタイムをインストールする』
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IBM Workplace Designer ツールをインストールする

IBM Workplace Designer ツールを、Workplace Services Express 2.5、 2.5.1、または
2.6 サーバー環境のクライアントコンピュータにインストールする必要があります。
また、ツールを単独でインストールし、コンポーネントを作成して、その後にサー
バーに接続してコンポーネントをデプロイすることもできます。

ツールは、Web または CD からインストールできます。Web からインストールす
る場合、以下のステップでは、C89MKML.exe (Microsoft Windows プラットフォー
ムの場合) または C89MIML.tar (Linux のプラットフォームの場合) が一時ディレク
トリにダウンロードされていると仮定します。ツールをインストールするには、以
下のステップを実行します。

1. 次のアクションの 1 つを実行します。

v Web からダウンロードしたファイルからインストールする場合は、インスト
ールディレクトリ (例: C:¥WD26) を作成し、そのディレクトリに
C89MKML.exe または C89MIML.tar を抽出します。Linux プラットフォーム
では、コマンドラインで tar xvf C89MIML.tar を入力して TAR ファイルを
抽出します。

v CD からインストールする場合は、IBM Workplace Designer ツール v2.6
Multiplatform Multilingual CD をコンピュータに挿入します。

2. /Wmc.Designer ディレクトリに移動し、EXE または TAR ファイルを抽出した
CD またはディレクトリで、run setup_wct_platform.exe (Microsoft Windows の場
合) または setup_wct_platform.bin (Linux の場合) を実行してインストールプロ
グラムを開始します。

3. [IBM Workplace Managed Client へようこそ] ダイアログボックスで [次へ] を
クリックします。

4. 使用許諾契約書ダイアログボックスで [使用許諾契約書に記載された条件に同意
します] にチェックをつけた後、[次へ] をクリックします。

5. [次へ] をクリックして、表示されているデフォルトのディレクトリにインストー
ルします。またはディレクトリを指定して [次へ] をクリックします。

注: Workplace Designer がすでにインストールされている場合、今回のインスト
ールには別のディレクトリを指定してください。

6. [要約] ダイアログボックスで情報を確認した後、[次へ] をクリックします。

7. [成功] ダイアログボックスで [次へ] をクリックします。

8. セットアップが完了したら [完了] をクリックします。

Workplace Designer のアイコンがデスクトップに表示され、ツールが開きます。

関連タスク

4ページの『IBM Workplace Designer ランタイムをインストールする』

11ページの『IBM Workplace Designer 2.6 にアップグレードする』

11ページの『IBM Workplace Designer ツールをアンインストールする』

8 Workplace Designer インストール/アップグレードガイド



IBM Workplace Designer をアンインストールする

次のいずれかを実行します。

v IBM Workplace Designer Runtime を IBM Workplace Services Express サーバーか
らアンインストールします。

v IBM Workplace Designer EAR ファイルを、 i5/OS コンピューター上の IBM

Workplace Services Express 2.5 および 2.5.1 サーバーからアンインストールしま
す。

v IBM Workplace Designer ツールを、 IBM Workplace Services Express サーバー環
境のクライアントコンピューターからアンインストールします。

IBM Workplace Designer ランタイムをアンインストールする

IBM Workplace Designer 2.6 ランタイムを IBM Workplace Services Express サーバ
ーからアンインストールするには、以下のステップを実行します。

オペレーティングシステム ステップ

Microsoft Windows [スタート] → [設定] → [コントロール パネル
] → [アプリケーションの追加と削除] をクリ
ックし、[IBM Workplace Designer 2.6 ラン
タイム] を選択して [削除] をクリックしま
す。

Linux、IBM AIX、Sun Solaris workplace_designer_root ディレクトリにナビ
ゲートします。 workplace_designer_root は
Workplace Designer のインストールディレク
トリ (例: /WD26) です。次に、uninstaller.bin

を実行します。
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オペレーティングシステム ステップ

IBM i5/OS 1. ランタイムをインストールしたディレク
トリを削除します。QShell セッションが
実行されている (i5/OS のコマンドライン
で QSH と入力し、QShell インタープリ
タを開始した) 場合は、rm -rf

workplace_designer_root を入力します。
workplace_designer_root は Workplace

Designer のインストールディレクトリ
(例: /WD26) です。
注: rm -rf を実行すると、削除の確認を
求めるプロンプトが表示されることもな
く、Designer のインストールディレクト
リを含むすべてのディレクトリが強制的
に削除されます。 Designer ランタイムを
削除するときは必ず正しいディレクトリ
を入力してください。

2. IBM Workplace Designer 2.6 の EAR フ
ァイルをアンインストールします。詳し
くは、トピック『IBM Workplace Designer

の EAR ファイルをアンインストールす
る』を参照してください。

関連タスク

4ページの『IBM Workplace Designer ランタイムをインストールする』

『IBM Workplace Designer の EAR ファイルをアンインストールする』

IBM Workplace Designer の EAR ファイルをアンインストール
する

IBM Workplace Services Express 2.5 または 2.5.1 サーバーが IBM i5/OS にインス
トールされている場合に、以下のステップを実行します。

1. http://yourWASServer:admin_port/admin で IBM WebSphere Application Server 管
理コンソールを開きます。 yourWASServer は、WebSphere Application Server の
完全修飾の DNS 名です。 admin_port は、WebSphere 管理コンソールに割り当
てられたポートです。たとえば、http://acme.server.com:9091/admin のようになり
ます。管理者でログインしてください。

2. [アプリケーション] → [エンタープライズ・アプリケーション] をクリックしま
す。

3. [LWP Designer ランタイム] の横にあるボックスにチェックマークを付けて、ペ
ージの最上部にある [停止] をクリックします。

4. 成功メッセージがページの最上部に表示され、赤い X 印が
[LWP_Designer_Runtime] の横に表示されたことを確かめて、
LWP_Designer_Runtime が停止したことを確認します。

5. [LWP_Designer_Runtime] の横にあるボックスをクリックし、ページの最上部に
ある [アンインストール] をクリックします。
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6. 成功メッセージがページの最上部に表示され、[LWP_Designer_Runtime] がアプ
リケーションのリストに表示されなくなったことを確かめて、
LWP_Designer_Runtime がアンインストールされたことを確認します。

7. 設定を保存し、WebSphere Application Server 管理コンソールからログアウトし
ます。

関連タスク

6ページの『IBM Workplace Designer の EAR ファイルをインストールする』

IBM Workplace Designer ツールをアンインストールする

IBM Workplace Designer 2.6 ツールをスタンドアロン環境または IBM Workplace

Services Express サーバー環境からアンインストールするには、以下のステップを実
行します。

1. 次のアクションの 1 つを実行します。

v Microsoft Windows の場合は、[スタート] → [設定] → [コントロール パネル]
→ [アプリケーションの追加と削除] をクリックし、[IBM Workplace
Managed Client] を選択して [変更と削除] をクリックします。

v Linux の場合は、workplace_designer_root/_uninst ディレクトリにナビゲートし
ます。 workplace_designer_root は Workplace Designer のインストールディレ
クトリ (例: /WD26) です。次に、uninstaller.bin を実行します。

2. [IBM Workplace Managed Client へようこそ] ダイアログボックスで [次へ] を
クリックします。

3. 既存のデータ、文書、設定を保存する場合は [次へ] をクリックします。すべて
を削除する場合は [はい] を選択して [次へ] をクリックします。

4. Workplace Designer が正しいディレクトリからアンインストールされることを確
認して、[次へ] をクリックします。

5. [要約] ダイアログボックスで情報を確認した後、[次へ] をクリックします。

6. コンピュータを再起動する場合は [次へ] をクリックします。または [いいえ、
後でコンピュータを再起動します] を選択します。次に、[完了] をクリックしま
す。

関連タスク

8ページの『IBM Workplace Designer ツールをインストールする』

IBM Workplace Designer 2.6 にアップグレードする

以前に IBM Workplace Designer 2.5 を IBM Workplace Collaboration Services 2.5.1

または IBM Workplace Services Express 2.5 環境にインストールしたことがある場
合は、以下のステップを実行して、その環境で IBM Workplace Designer 2.6 にアッ
プグレードします。

1. サーバーコンピュータで、IBM Workplace > アプリケーションサーバーが実行
されるサーバー (データベースサーバーやアプリケーションサーバーが実行され
るサーバー (データベースサーバーや IBM WebSphere Portal サーバーなど) を
すべて停止します。詳しくは、
http://www.ibm.com/developerworks/workplace/documentation にある IBM

Workplace Collaboration Services 2.5.1 インフォメーションセンター、および
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http://www.lotus.com/products/product5.nsf/wdocs/productdoc#info にある IBM

Workplace Services Express 2.5 インフォメーションセンターを参照してくださ
い。

2. サーバーコンピュータで、IBM Workplace Designer 2.5 ランタイムを IBM

Workplace Designer 2.6 ランタイムに上書きインストールします。ファイルを上
書きするかどうかを尋ねられたら、[はい] をクリックします。

3. サーバーコンピュータで、IBM Workplace アプリケーションサーバーが実行され
るサーバー (データベースサーバーや IBM WebSphere Portal サーバーなど) を
すべて開始します。詳しくは、
http://www.ibm.com/developerworks/workplace/documentation にある IBM

Workplace Collaboration Services 2.5.1 インフォメーションセンター、および
http://www.lotus.com/products/product5.nsf/wdocs/productdoc#info にある IBM

Workplace Services Express 2.5 インフォメーションセンターを参照してくださ
い。

4. IBM WebSphere Application Server 管理コンソールを調べて、IBM Workplace の
EAR ファイルがインストールされていることを確認します。詳しくは、トピッ
ク 4ページの『IBM Workplace Designer ランタイムをインストールする』を参
照してください。

5. クライアントコンピュータで、Workplace Designer 2.5 のコンポーネントとプリ
ファレンスをエクスポートします。エクスポート方法については、IBM

Workplace Designer 2.5 のヘルプを参照してください。

6. クライアントコンピュータで、以下のいずれかを実行して Workplace Designer

2.5 ツールをアンインストールします。

v Microsoft Windows の場合は、[スタート] → [設定] → [コントロール パネル]
→ [アプリケーションの追加と削除] をクリックし、[IBM Workplace リッチ
クライアント] を選択して [削除] をクリックします。

v Linux の場合は、workplace_designer_root/_uninst ディレクトリにナビゲートし
ます。 workplace_designer_root は Workplace Designer のインストールディレ
クトリ (例: /WD26) です。次に、uninstaller.bin を実行します。

7. クライアントコンピュータで、Workplace Designer 2.6 ツールをインストールし
ます。

8. クライアントコンピュータで、Workplace Designer 2.5 のコンポーネントとプリ
ファレンスをインポートします。インポート方法については、IBM Workplace

Designer 2.6 のヘルプを参照してください。

関連タスク

4ページの『IBM Workplace Designer ランタイムをインストールする』

8ページの『IBM Workplace Designer ツールをインストールする』
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付録. 特記事項

本書は米国 IBM が提供する製品およびサービスについて作成したものです。

本書に記載の製品、サービス、または機能が日本においては提供されていない場合
があります。日本で利用可能な製品、サービス、および機能については、日本 IBM

の営業担当員にお尋ねください。本書で IBM 製品、プログラム、またはサービス
に言及していても、その IBM 製品、プログラム、またはサービスのみが使用可能
であることを意味するものではありません。これらに代えて、IBM の知的所有権を
侵害することのない、機能的に同等の製品、プログラム、またはサービスを使用す
ることができます。ただし、IBM 以外の製品とプログラムの操作またはサービスの
評価および検証は、お客様の責任で行っていただきます。

IBM は、本書に記載されている内容に関して特許権 (特許出願中のものを含む) を
保有している場合があります。本書の提供は、お客様にこれらの特許権について実
施権を許諾することを意味するものではありません。実施権についてのお問い合わ
せは、書面にて下記宛先にお送りください。

〒106-0032
東京都港区六本木 3-2-31
IBM World Trade Asia Corporation
Licensing

以下の保証は、国または地域の法律に沿わない場合は、適用されません。 IBM お
よびその直接または間接の子会社は、本書を特定物として現存するままの状態で提
供し、商品性の保証、特定目的適合性の保証および法律上の瑕疵担保責任を含むす
べての明示もしくは黙示の保証責任を負わないものとします。国または地域によっ
ては、法律の強行規定により、保証責任の制限が禁じられる場合、強行規定の制限
を受けるものとします。

この情報には、技術的に不適切な記述や誤植を含む場合があります。本書は定期的
に見直され、必要な変更は本書の次版に組み込まれます。 IBM は予告なしに、随
時、この文書に記載されている製品またはプログラムに対して、改良または変更を
行うことがあります。

本書において IBM 以外の Web サイトに言及している場合がありますが、便宜のた
め記載しただけであり、決してそれらの Web サイトを推奨するものではありませ
ん。それらの Web サイトにある資料は、この IBM 製品の資料の一部ではありませ
ん。それらの Web サイトは、お客様の責任でご使用ください。

IBM は、お客様が提供するいかなる情報も、お客様に対してなんら義務も負うこと
のない、自ら適切と信ずる方法で、使用もしくは配布することができるものとしま
す。

本プログラムのライセンス保持者で、(i) 独自に作成したプログラムとその他のプロ
グラム (本プログラムを含む) との間での情報交換、および (ii) 交換された情報の
相互利用を可能にすることを目的として、本プログラムに関する情報を必要とする
方は、下記に連絡してください。
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IBM Corporation
Office 4360
One Rogers Street
Cambridge, MA 02142
U.S.A.

本プログラムに関する上記の情報は、適切な使用条件の下で使用することができま
すが、有償の場合もあります。

本書で説明されているライセンス・プログラムまたはその他のライセンス資料は、
IBM 所定のプログラム契約の契約条項、IBM プログラムのご使用条件、またはそれ
と同等の条項に基づいて、 IBM より提供されます。

IBM 以外の製品に関する情報は、その製品の供給者、出版物、もしくはその他の公
に利用可能なソースから入手したものです。IBM は、それらの製品のテストは行っ
ておりません。したがって、他社製品に関する実行性、互換性、またはその他の要
求については確証できません。 IBM 以外の製品の性能に関する質問は、それらの
製品の供給者にお願いします。

商標
以下は、IBM Corporation の商標です。

AIX

Cloudscape

i5/OS

IBM

WebSphere

Workplace

Workplace Managed Client

Intel および Pentium は、Intel Corporation の米国およびその他の国における商標で
す。

Microsoft および Windows は、Microsoft Corporation の米国およびその他の国にお
ける商標です。

Linux は、Linus Torvalds の米国およびその他の国における商標です。

他の会社名、製品名およびサービス名等はそれぞれ各社の商標です。
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